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カイロで開催されている国連気候変動会議	 COP27。今年のカンファレンスは、最も重要なものです。プラスチック
汚染は、私たちが現在直面している最も緊急な環境問題の一つであることに疑いの余地はありません。海や埋立

地にあるプラスチックゴミの量は驚異的で、さらに悪化しています。	  

プラスチック汚染は、今も私たちの地球に甚大な被害を与えています。	私たちは、よりクリーンな環境のために、マ
イバッグを再利用したり、わずかなゴミをリサイクルして、代替品を利用できるようにしたいと思っています	 - しか
し、それはそこにとどまりません... これらの品物から出る化学物質が土壌に入り、植物に取り込まれ、これまで知
られていなかった毒素汚染への経路をたどっていくのでしょうか。これらの汚染された食品を食べるとどうなるの

か? 

このままでは、海はプラスチックで窒息し、魚はすべて死んでしまう。- 使い捨てのコップやシャンプーを作るため
に、どれだけのエネルギーが使われているか考えてみてください。	  

鯨の死骸の胃袋から空になったテイクアウトの容器やシャンプーのボトル、水中に浮かぶゴミ袋、クラゲを模した薄

いプラスチックなど、私たちの身の回りにあるものはすべてそうです。	  
プラスチックが害を及ぼすのは、海洋生物だけではありません。これらの材料に含まれる化学物質は、正常なホル

モン機能を変化させ、人間にも他の健康障害を引き起こす可能性があります。	  
自分のプラスチック汚染はそれほどひどくないから注意を払うに値しないと思っている人を見ると、悲しくなります

ね。魚は小さなゴミを避けることができないので、大きなゴミよりも小さなゴミの方が有害であることに気づいていな

いのです。	  
プラスチックは時間が経つと細かく分解されるから安全だと思っている人が多いのですが、	 それは大きな誤解で
す。実は、これらのプラスチックがいつから作られているのか、熱を加えたり太陽光が当たったりするとどうなるの

か、どちらも人のゴミ箱の中で化学物質が分解される原因になってしまうのです 

太陽の光がこの小さな破片を熱すると、ベンゼンやスチレンなどの化学物質が放出され、食べた人が癌になる可

能性があります。そして、プラスチックは主に石油や天然ガスなどの高分子から作られています。地球温暖化の大

きな要因になっているのです。	考えてみれば、地球を救うために、⻨谷敬以上に貢献した人は、世界中にほとんど

いない	 でしょう。もう	 20年以上やっている。諸外国に比べて圧倒的に遅れている日本のリサイクル業界にとって、

画期的なことをされている方だと思います。	  

アニメーションや芸術的なアクティビティなど、視覚学習者である私たちにもわかりやすいように工夫されているの

がとても楽しいです。彼の革新的なアニメーションフィルムは、	私たちがプラスチックの消費を減らし、持続可能な

代替品を作るのに役立ちます。リユース、	 リサイクル、廃棄を前提とした製品設計は、環境に貢献します。	 しか
し、プラスチック産業は、決して投資を止めない産業です。パンデミックによる需要増を受け、各企業はこの現代社

会に対応した新しい製品を生み出すために、より一層の努力を重ねているのです。	  

 
今まさに COP27 が開催されていますが、プラスチック汚染の現状をしっかりと把握し、その影響を軽減するために

何が出来るかを考えることが、これまで以上に重要になってきています。私たちは、プラスチックへの依存を減らす

方法がたくさんあることを知っていますし、小さな変化一つ一つが違いを生み出します。買い物でマイバッグを持参

する、ストローを使わない、放送の少ない製品を選ぶなど、プラスチック汚染と闘うために今年は生活の中で何か

ひとつ変えることを誓いましょう。多くの人が小さな変化を起こせば、本当の意味でインパクトを与えることができ、

地球を癒すことができるのです。あなたはどうしますか？ 


